
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和２年４月１日 

学校名 福井市東郷小学校    

校長氏名  松田 実      

 

様式第２号                                                  （提出日）令和 3年 2月 17日 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 東郷地区の環境（槙山の自然）について学習します。 

② 学校の畑で各学年が野菜・花等を育て、環境教育に努めます。 

③ ＰＴＡと連携しリサイクル活動（アルミ缶・インクカートリッジ）に取り組みます。 

２ 取組内容 

  ①環境学習 

   学校の近くにある槙山の自然（植物・動物等）について、地域のボランティアの方から資料をい

ただき、学習会を実施します。 

  ②本校にある畑（８ｍ×８ｍが５区画）を各学年で割り振り、授業で扱う野菜や植物を育てます。 

   畑の活動には地域のボランティアの方の協力を得ます。植物の栽培を通して環境学習につなげま

す。 

  ③ＰＴＡと協力してリサイクル活動に取り組みます。  

   リサイクル回収場所を校地内に設置し回収しやすい環境を整える他、児童会を通して積極的に呼

びかけます。 

④環境委員会にて、校地内の花壇やプランターで育てる植物の管理をします。  

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

  ②の畑作りでは、地域のボランティアの方から指導を受けると同時に、積極的に質問ができるよう

にする。また、作業において協力して畑作りができるようにする。  

（コミュニケーション・協力） 



福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名 

東郷小学校  

１ 今年度の目標（学校の約束） 

④ 東郷地区の環境（槙山の自然）について学習します。 

⑤ 学校の畑で各学年が野菜・花等を育て、環境教育に努め

ます。 

⑥ ＰＴＡと連携しリサイクル活動（アルミ缶・インクカー

トリッジ）に取り組みます。 

 

２ 取組内容 

 

 ①環境学習(槙山探検) 

  新型コロナウイルスのため、槙山探検をすることができませんでした。 

 

 

②畑作り  

本校にある畑（８ｍ×８ｍが５区画）を各学年で割り振り、授業で扱う野菜や植物を

育てました。畑の活動には地域のボランティアの方の協力を得て、サツマイモ、キュウ

リ、パプリカ、ゴーヤ、メロン、ナス、シシトウ、ミニトマトなどを育てました。土お

こしや苗の植え方、支柱の立て方などもボランティアさんに教わり、収穫の喜びも一緒

に味わいました。植物を育てることを通して､地域の方と交流を図ることができたと同

時に、自然にふれる楽しさを学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

③花壇・プランターの世話 

環境委員会で、校地内の花壇やプランターで育てる植物（パンジーなど）の管理をし 

ました。地域の方が、善意で届けてくださる苗などを、休み時間や委員会の時間を使っ

て花壇やプランターに植えました。毎朝の水やりも環境委員の日常活動になっていま

す。 

 

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A3JvROxRNb9UEG8A042DTwx.;_ylu=X3oDMTFudmRzdXExBHBhdHQDcmljaARwb3MDMwRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADBHNjA0NUREQEc2VjA3NjBHNsawNpbWc-/SIG=16a93ctrv/EXP=1421917969/**http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=%E7%A6%8F%E4%BA%95%E5%B8%82%E6%9D%B1%E9%83%B7%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E6%A0%A1


 

④リサイクル活動  

・7月と 12月にＰＴＡと連携して古紙の資源回収を行いました。 

・アルミ缶回収場所を校地内に設置し、回収しやすい環境を整える他、環境委員会が中 

心となって、積極的に回収を呼びかけました。校地内のアルミ缶回収ボックスに集ま

った缶をリサイクル回収しやすいように、環境委員やＰＴＡが分別する活動を行いま

した。アルミ缶の回収量は年間で２８０㎏にのぼりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

 ②の畑作りでは、地域のボランティアの方から指導を受けると同時に、積極的に質問をす

ることができました。また、作業において協力して作業を進めることができました。 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

・リサイクル活動に取り組むことで、環境に配慮する意識が高まり、作物や花を育て

る活動を通して、自然への関心が高まってきています。 

・地域のボランティアの方の力を借りながら、児童が委員会活動や生活科、総合の学

習を通してエコ活動や自然と触れ合う環境教育に取り組むことができました。関心

が高まってきているので、より一層、自分たちの考えで、身の周りのよりよい環境

作りをすすめていきたいです。 

【改善点】 

・回収したアルミ缶がリサイクルされた後、どのような物に生まれ変わっているのか

を周知する機会を設けていきたいです。 

・地域の自然環境を学習することで、自分の住んでいる地域に関心をもち、自然を大

切にしようとする心を育てていきたいです。 


